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　10月24日、芦屋川隧道西側特設会場で、井戸県知事・山中市長
ほか約80人が出席、全線開通を記念し、式典が開催されました。
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昭
和
十
五
年
十
一
月
十
日

の
市
制
施
行
か
ら
七
十
周
年

を
迎
え
た
本
年
、
去
る
十
一

月
三
日
文
化
の
日
に
、
ル

ナ
・
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
市

制
施
行
七
十
周
年
記
念
式

典
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
一
部
で
は
、
市
政
功
労

者
の
皆
さ
ん
の
功
績
を
讃
え
、

百
十
一
人
・
六
十
三
団
体
の

表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
の
市
民
文

化
賞
を
受
賞
さ
れ
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
運
営
委

員
会
九
団
体
の
皆
さ
ん
の
表

彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
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　平成22年第４回定例会は、11月30日（火）に
招集され、12月17日（金）までの日程で開催す
る予定です。傍聴を希望されるかたは、日程が
変更になることがありますので、お確かめの
上ご来場ください。
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　　　　　　　　　委員長報告・討論・表決等

　

第
一
部
を
締
め
く
く
る
記
念
演

奏
会
で
は
、
関
西
屈
指
の
ア
マ

チ
ュ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
「
芦
屋
交

響
楽
団
」
の
皆
さ
ん
が
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス

キ
ー
作
曲「
弦
楽
セ
レ
ナ
ー
デ
」第
二
楽
章

ワ
ル
ツ
ほ
か
三
曲
を
披
露
し
、
式
典
に
花

を
添
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
�
温
故
創
新
〜
故（
ふ
る
）

き
を
温（
た
ず
）ね
て
新
し
き
を
創
る�
を

テ
ー
マ
に
、市
民
演
劇
・
芦
屋
市
の
あ
ゆ
み

「
わ
が
ま
ち
芦
屋
〜
あ
し
や
の　

年
を
振

70

り
返
る
」や
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
金
管
楽

器
の
演
奏
・
よ
さ
こ
い
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
披
露
さ
れ
、
午
後
四
時
過
ぎ
の

終
演
ま
で
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
市

制
施
行
七
十
周
年
を
共
に
祝
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
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　今年は例年になく、県内北部でもクマの目撃情報や被害が多発しています。
　市内全域は鳥獣保護区や銃猟禁止区域となっていますが、この「狩猟期間」中
に他市等へお出掛けの際には、細心の注意を払うようにしてください。
　また、山登りやハイキングの際には目立つ服を着る（白・黒色は絶対避ける）
など、被害を未然に避けるための対策を工夫して、出掛けるようにしましょう。
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生態系被害を
もたらすよう
になり、外来
生物法に基づ
く「外来生物
特定動物」に
指定され、現
在は輸入・飼育・販売が禁止されています。
　アライグマは、夜行性で森林や湿地帯
や市街地にすみ、一般的に水気の多いと
ころを好みます。タヌキに似て体長40～
60㎝、尾長20～40㎝、顔には目の周りに
隈があり、尾は縞模様があります。手足
には５本の指があり、物をつかんだり、
留めてあるものを開く等とても器用です。
　雑食性で動物全般から、ベリー（果実）
やドングリやトウモロコシ等の穀物、ス
イカ・ナス等の野菜まで幅広く好みます。
　市内でも、年に数匹捕獲しています。
　アライグマは夜行性で、非常に気性が
荒い動物です。見かけても近づいたりし
ないでください。また、「餌を与えない、
屋外にペットの餌や残飯を放置しない。
ごみ集積場では、ごみを出す時間を厳守
する」など、ご協力をお願いします。
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　害虫用くん煙剤をたいて追い払い、建
物等から出たことを確認し、その侵入口
を金網等で閉鎖するなど、再度の侵入を
防ぐ対策をしてください。
　猟友会の協力を得て、猟友会駆除班が
駆除に当たります。駆除を行うまでは、
法的な手続きのため若干の期間を要しま
す。※有害鳥獣であっても、許可なく捕
獲処分することは罰せられます。

　イノシシは、本来は山
で餌を探しますが、夜間
や早朝に出されるごみを

狙って、街に下りてきます。
　そして、餌が簡単に見つけられること
が分かると、頻繁に街の中に出没して、
人を恐れなくなり、人を追いかけたり、
家庭に侵入して庭や花壇等を掘り返し、
ユリ根やチューリップ等の球根を食べた
りします。ひどい場合は門扉やフェンス
を壊されたりします。
　ごみは、決められた
時間に決められたご
みステーションに出
すようにしましょう。
　イノシシは元来お
となしい性格で、自分
から他の動物を襲うことはほとんどあり
ませんが、子連れの母親や、手負いのイ
ノシシには十分ご注意ください。
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①逃げずに大きく手を振って追い払う。
②荷物は絶対地面に置かない。（持って
　行かれる）　　　　
③石を投げる等危害を加えない。危害を
　加えるとかえって危険

　 アライグマは北米に
すむ動物で、本来日本で
は生息していませんでし

た。しかし、1970年代に愛玩動物として
大量輸入され、飼いきれなくなった飼い
主に途中で捨てられたり逃げ出したりし
て野生化し、繁殖するようになり、個体
数が増加するに従い、深刻な農業被害や
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　松枯れの多くは、松くい虫による被害です。被害の拡大を防ぐため、被害木の
伐倒経費の一部を助成＜要事前申請＞します。詳細は、経済課へご相談ください。
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　市制施行70周年記念事業として、芦屋ラ
イオンズクラブから「庭園都市宣言」の碑が
寄贈され、10月30日（土）、市役所北側花壇
において除幕式が行われました。
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